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　パーソナリティ研究では、 McCrae とCosta のBig Five5因子モデル（Five Factor Model : 
FFM）に関する検討が進んでいる（McCrae & Costa，1987, 1991 ; 和田，1996）。特に、新人
格目録改訂版（NEO Personality Inventory Revised : NEO-PI-R）は有力な尺度として多くの
国で翻訳版が作成され、日本で標準化されているBig Five5因子モデルは４つある。１つは、
NEO-PI-Rの日本語版（240項目）で、神経症（neuroticism : N）、外向性（extraveasion : E）、
開放性（openess : O）、調和性（agreeableness : A）、誠実性（conscientiousness : C）の５次
元（domain）からなる。それぞれ６つの下位次元（例えば神経症（N）は、不安、敬意、抑う
つ、自意識、衝動性、傷つきやすさ）から構成され全部で30のパーソナリティ特性からなる。





（introversion vs. extroversion : Ex）、分離性－愛着性（separateness vs. attachment : A）、自
然性－統制性（naturality vs. conscientiousness : C）、非情動性－情動性（unemotionality vs. 








れを汲んだ村上・村上（1999）の性格検査（70 項目）である。村上らは Goldberg の形容詞
チェックリストによる研究成果を基礎にして、新たに質問紙項目を作成し、「主要５因子性格






























は自らが開発した自己記入式質問紙 Tridimentional Personality Questionnaire（TPQ）
（Cloninger，1987）を発展させ、自己記入式質問紙Temperament and Character Inventory（TCI）









と、novelty seeking（NS）、harm avoidance（HA）、reward dependance（RD）である。こ
の3次元測定のための質問紙がTPQであり、更にこれを発展させたのがseven factor model 













































































Big FiveはTCIの３つの下位尺度全てと .850 ～ .860の有意な相関を示した。中でも「協力」
と .860の有意な正の相関が示された（Table１）。
Table１　Big FiveとTCI 各因子との相関
 Big Five 協力 同情心 社会的受容 TCI 合計
Big Five 1 0.860*** 0.852*** 0.850*** 0.823***
協力 1.000 0.947*** 0.952*** 0.912***







Table２　Big Five と TCI 性差


























































































** :  p<0.05








Big Five 協力 同情心 社会的受容性 TCI合計
Fig.１　Big Five, TCI適性
尺度の平均得点（学部別） 看護学部その他の…






















 Big Five 協力 同情心 社会的受容性 TCI
α１ .257 .886* .257 － .048 .142
* : p < .05
Table ４－２　α２と協調性の相関
 Big Five 協力 同情心 社会的受容性 TCI
α2 .371 .600 0.396 － .142 .085
Table ４－３　α波帯域合計パワースペクトラム値と協調性の相関
 Big Five 協力 同情心 社会的受容性 TCI
α１+α２ 0.359 .828* 0.375 － .371 .085
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